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櫛浜支所・公民館は９月５日に落成式を
行い、９月７日から供用開始されました。
▼平成22年度から市と櫛浜まちづくり協
議会（平成22年当時：櫛浜まちづくり懇
話会）が数多くの協議を重ね、５年の年月
をかけ建設されました。▼講堂、調理室、
視聴覚室及び和室を含む会議室、授乳室
などを備えています。▼公民館では団体室
が設けられ、地域の方が活動の場として
自由に利用できます。▼今後、生涯学習や
地域コミュニティの拠点、また、地域防災
の拠点としての役割が期待されます。

平成2７年
・１

櫛浜支所・公
民館がオープン
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第３回 定例会の概要
　第３回定例会を９月２日から18日までの17日間開催しました。
　今定例会では、一般会計及び特別会計の補正予算、企業会計決算をはじめマイナンバー制度に伴う
「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例制定」、「手数料の一部
を改正する条例制定」などの市長提出議案32件、委員会提出議案１件を審議しました。

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
内
容
は
、

地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
事
業

費
と
し
て
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
の
拡
充

に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
５
９
６

万
７
０
０
０
円
、
周
南
市
不
燃
物
処
分
場

の
埋
立
容
量
減
に
伴
う
ご
み
収
集
運
搬
事

業
費
２
８
４
７
万
４
０
０
０
円
及
び
不
燃

物
処
分
場
施
設
管
理
事
業
費
１
８
５
５
万

円
、
中
小
企
業
振
興
の
た
め
の
融
資
の
申

し
込
み
増
加
に
対
す
る
保
証
付
制
度
融
資

保
証
料
補
給
費
補
助
金
３
２
１
６
万
８
０

０
０
円
、
ま
た
債
務
負
担
行
為
補
正
と
し

て
、
古
川
跨
線
橋
の
調
査
設
計
委
託
料
な

ど
を
追
加
し
た
総
額
17
億
４
０
１
４
万
２

０
０
０
円
の
増
額
補
正
で
す
。

　

討
論
で
は
、「
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

児
童
を
対
象
と
し
た
医
療
費
無
料
化
は
所

得
制
限
が
あ
る
も
の
の
評
価
す
る
。
子
育

て
す
る
な
ら
周
南
市
と
所
信
表
明
で
公
言

し
て
お
り
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
で
、
質
、
量

と
も
に
充
実
し
て
い
く
こ
と
と
期
待
す
る
」

「
今
後
、
総
合
戦
略
の
中
で
子
育
て
す
る

な
ら
周
南
と
言
わ
れ
る
市
を
目
指
す
の
で

あ
れ
ば
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

な
ど
、
さ
ら
な
る
拡
充
や
今
後
の
大
き
な

取
り
組
み
の
指
針
を
出
す
べ
き
で
あ
り
、

今
後
の
取
り
組
み
に
大
い
に
期
待
す
る
」

と
の
賛
成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

こ
の
議
案
は
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
制
度
の

導
入
に
伴
い
、
10
月
か
ら
通
知
さ
れ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
付
い
た
特

定
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め
に

必
要
な
条
例
の
制
定
及
び
通
知
カ
ー
ド
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付
手
数
料
を
定

め
る
も
の
で
す
。

　

討
論
で
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

つ
い
て
、
総
務
省
の
調
査
で
は
、
内
容
を

知
ら
な
い
人
が
半
数
以
上
で
あ
り
、
情
報

保
護
へ
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
。

国
会
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
改
正
に
よ

り
、
市
民
の
預
貯
金
や
特
定
健
診
情
報
な

ど
も
利
用
の
対
象
と
な
り
、
情
報
の
悪
用

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
」

と
の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

こ
の
議
案
は
工
場
立
地
に
係
る
緑
地
面

積
率
等
を
緩
和
し
、
既
存
工
場
等
の
新
設
、

工
場
の
耐
震
化
の
促
進
等
を
支
援
し
、
市

の
産
業
の
振
興
を
安
定
し
た
雇
用
の
維

持
・
創
出
を
図
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

　

討
論
で
は
、「
地
球
温
暖
化
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
緑
化
が
温
暖
化
対
策
の
一

つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

中
で
、
工
場
等
の
緑
地
等
の
面
積
率
を
緩

和
す
る
の
は
、
環
境
問
題
に
逆
行
す
る
」

と
の
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

討
論
で
は
、「
簡
易
水
道
の
赤
字
分
や

夜
市
、
戸
田
、
湯
野
の
不
採
算
事
業
は
、

都
市
部
の
水
道
事
業
で
補
填
す
る
の
で
は

な
く
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
大
津
島
海
底
送
水
管
に

対
し
て
も
、
一
般
会
計
か
ら
全
額
を
繰
り

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
反
対
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定
及
び

可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
廃
校
と
な
っ
た
翔
北
中
学

校
を
中
山
間
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
事
業
を
行
う
法
人
に
無
償
貸
し
付
け

を
行
う
も
の
で
す
。

　

討
論
で
は
、「
地
域
振
興
に
つ
い
て
、

今
後
大
い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

地
元
と
連
携
を
と
り
、
行
政
と
し
て
今
後

の
監
督
管
理
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
」
と
の
賛
成
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
、
予
算
決
算
委
員
会
か

ら
委
員
会
提
出
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た

「
子
育
て
支
援
施
策
に
対
す
る
要
望
決

議
」
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
結
婚
し
よ
う
と
す
る
若
者
が
子

育
て
す
る
な
ら
周
南
市
へ
住
も
う
と
思
う

よ
う
な
子
育
て
支
援
策
が
望
ま
れ
る
。
今

後
も
医
療
費
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
子
育

て
支
援
に
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
取
り
入
れ
、

周
南
市
の
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
を
目
指

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
」
と
の
賛
成

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
要
望
決
議
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。（
要
望
決
議
は
下
記
の
と
お
り
）

一
般
会
計
補
正
予
算
は

賛
成
多
数
で
可
決

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
、
水
道
事
業
会
計

剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

工
場
立
地
法
地
域
準
則
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
制
定
、

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
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の
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の
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果
、
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で
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ま

し
た
。

　

定
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会
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日
、
予
算
決
算
委
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会
か

ら
委
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会
提
出
議
案
と
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て
提
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れ
た

「
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て
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施
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対
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要
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」
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討
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は
、「
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口
減
少
対
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て
、
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か
ら
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よ
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と
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る
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者
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ら
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市
へ
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れ
る
。
今

後
も
医
療
費
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
子
育

て
支
援
に
あ
ら
ゆ
る
支
援
を
取
り
入
れ
、

周
南
市
の
子
育
て
日
本
一
の
ま
ち
を
目
指

さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
」
と
の
賛
成

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
要
望
決
議
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。（
要
望
決
議
は
下
記
の
と
お
り
）

子
育
て
支
援
施
策
に
対
す
る

要
望
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

子育て支援施策に対する要望決議

　現在、市では、「子ども医療費の助成の拡充」について、平成28年４月１日からの実施に向
けた準備が進められており、このことは、一定の評価をしている。
　しかしながら、市長の言う「子育てするなら周南市」を実現するためには、医療費の無料化
の拡充を含め、さらなる施策の展開が必要である。
　また、これは今後、周南市の総合戦略を策定していく上でも、十分に検討していくべき内容
であり、現在、議会においても、周南市総合戦略等策定に関する特別委員会で協議している。
　よって、今後も子育て支援施策について、行政においても早急に方向性を示し、さらに拡充
に向けた取り組みを着実に進められるよう、強く要望する。

財
産
の
無
償
貸
し
付
け
に

つ
い
て
（
旧
翔
北
中
学
校
）

定例会の主な日程
９月２日/本会議
市長提出議案
　○提案説明・質疑・委員会付託
　中間報告（公共施設再配置計画及び新庁舎
　　　　　　建設に関する特別委員会）

９月10日～14日/常任委員会
付託議案、所管事務調査ほか

９月４日～９日/本会議
一般質問（23人）：９月４日～９日
９日　市長提出議案
　　　○提案説明・質疑・委員会付託

９月18日/本会議
行政報告
　○健全財政推進計画の取り組みと成果に
　　ついて
市長提出議案
　（平成26年度決算認定議案）
　○提案説明・質疑・委員会付託
市長提出議案
　○委員長報告・質疑　　○討論　　○表決
委員会提出議案
　○提案説明・質疑　　○討論　　○表決
　中間報告（周南市総合戦略等策定に関する
　　　　　　特別委員会、教育福祉委員会）

※追加議案を除く

　平成22年３月に持続可能な財政運営を実現し、歳入に見合った歳出を
基本とした財政基盤の強化を目的として策定された周南市健全財政推進計
画が、平成26年度で計画期間が終了したため、５年間の取り組みと成果
について、９月18日の本会議において、行政報告がありました。
❖ 健全財政堅持のための主な取り組みと効果額について
見直し効果額実績：８５億６,８００万円（目標額：８１億６,８００万円）
歳入全体の効果額：約４１億５,５００万円
市税や市営住宅使用料等の徴収率向上、市有地の売却や自動販売機
の手数料の徴収
歳出全体の効果額：約４４億１,３００万円
職員定数の適正化による職員数削減、公共施設の廃止や統合による
小中学校の再編整備、各施設の運転管理業務等の民間委託や指定管
理制度の導入

❖ 数値目標の達成状況
◦財政調整基金及び減債基金の合計年度末基金残高
　　：６４億８,０００万円（目標額：２５億円）
◦合併特例債及び臨時財政対策債を含む年度末起債残高
　　：８５８億８,０００万円（目標額：８５０億円）
◦合併特例債及び臨時財政対策債を除く年度末起債残高
　　：２８０億２,０００万円（目標額：２５０億円）

　今後さらなる人口減少や超高齢化社会の進行、公共施設の老朽化など、
市の行財政環境は厳しさを増すことが予測されます。これらの諸課題に的
確に対応するとともに、将来にわたり必要な市民サービスを提供できるよ
う、今後も徹底した歳入確保と歳出抑制等の取り組みを継続していくとの
報告がありました。

「周南市健全財政推進計画の
　　取り組みと成果について」
「周南市健全財政推進計画の
　　取り組みと成果について」行政報告
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工
場
立
地
法
の
緑
地
面
積
率
、

環
境
施
設
面
積
率
に
関
す
る
準
則

策
定
の
権
限
が
市
に
移
譲
さ
れ
、

工
場
立
地
に
係
る
緑
地
面
積
率
等

が
緩
和
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
既
存
工
場
の
新
設
、
設
備
更

新
等
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

工
場
の
市
外
転
出
を
防
止
し
、
産

業
の
振
興
、
雇
用
の
維
持
、
創
出

を
図
る
た
め
の
条
例
制
定
で
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
今
回
の

準
則
に
よ
る
周
南
市
の
基
準
と
既

存
工
場
へ
の
影
響
は
」
と
の
問
い

に
対
し
、「
第
一
種
区
域
の
住

居
・
商
業
地
域
の
基
準
は
一
番
厳

し
い
上
限
の
緑
地
面
積
率
30
％
、

環
境
施
設
面
積
率
35
％
で
該
当
す

る
工
場
は
な
い
。
第
二
種
の
準
工

業
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
低
限
の

基
準
で
10
％
、
15
％
以
上
で
、
特

定
工
場
は
１
社
。
第
三
種
の
工

業
・
工
業
専
用
地
域
は
同
じ
く
最

低
限
の
基
準
で
５
％
、
10
％
以
上

で
、
特
定
工
場
は
35
社
。
第
四
種

は
一
種
か
ら
三
種
以
外
の
地
域
で

そ
れ
ぞ
れ
最
低
限
の
基
準
で
５
％
、

10
％
以
上
で
特
定
工
場
は
１
社
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
条
例
に
つ
い
て
企
業

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
」
と

の
問
い
に
対
し
、「
新
規
の
設
備

投
資
が
促
進
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
と
答
え
た
企
業
が
45
％
、
既
存

設
備
の
更
新
が
促
進
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
答
え
た
企
業
が
19
％

で
あ
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
基
準
を
緩
和
す
る
こ

と
で
、
住
環
境
に
与
え
る
影
響
が

悪
化
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
」
と

の
問
い
に
対
し
、「
工
場
立
地
に

は
、
他
の
法
令
等
で
も
規
制
が
あ

る
こ
と
に
加
え
、
住
工
分
離
の
考

え
方
に
基
づ
い
た
都
市
計
画
に
よ

り
、
今
回
の
基
準
を
緩
和
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
悪
化
す
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
で

し
た
。

　

討
論
で
は
、「
環
境
問
題
を
考

え
る
と
賛
成
で
き
な
い
」
と
の
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

緑
地
面
積
率
等
の
緩
和
で
工
場
の

  

設
備
投
資
促
進
と
雇
用
の
維
持
、
創
出
を

周
南
市
工
場
立
地
法
地
域

準
則
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

耐
震
化
工
事
は
、
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　  
安
心
安
全
を
最
優
先
に

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
増
額
の

契
約
変
更
で
目
視
で
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
と
い
う
理
由
が
頻
繁
に
出

る
が
、
最
初
の
入
札
の
と
き
に
確

認
で
き
な
い
の
か
」
と
の
問
い
に

対
し
、「
当
初
設
計
は
目
視
に
よ

り
行
う
が
、
外
壁
等
に
関
し
て
は

モ
ル
タ
ル
が
浮
い
て
い
る
部
分
な

ど
は
打
音
検
査
を
し
な
い
と
把
握

で
き
ず
、
ク
ラ
ッ
ク
等
に
つ
い
て

も
塗
装
で
隠
れ
て
い
る
部
分
も
発

見
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

当
初
設
計
で
正
確
に
把
握
す
る
と

な
る
と
足
場
を
設
置
し
て
設
計
し

て
い
く
形
に
な
る
が
、
経
費
等
を

考
え
、
施
工
の
中
で
確
認
を
し
、

追
加
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
市
と
し
て
も
現
場
に

赴
き
、
施
工
業
者
と
互
い
に
確
認

す
べ
き
で
は
な
い
か
」
と
の
問
い

に
対
し
、「
今
回
の
追
加
工
事
は
、

専
門
の
建
築
士
等
複
数
の
職
員
で

現
場
に
立
ち
会
い
、
追
加
工
事
が

必
要
か
ど
う
か
の
判
断
を
市
で
行

っ
て
い
る
。
過
大
見
積
り
に
な
ら

な
い
よ
う
、
経
済
的
な
方
法
や
設

計
額
が
な
る
べ
く
抑
え
ら
れ
る
よ

う
に
今
後
も
留
意
し
て
い
き
た

い
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
市
内
の
小
中
学
校
32

棟
の
耐
震
工
事
を
年
度
内
で
完
了

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
安

心
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
優

先
で
あ
り
、
追
加
工
事
は
や
む
を

得
な
い
。
安
心
安
全
の
確
保
を
最

優
先
に
耐
震
工
事
の
総
仕
上
げ
を

し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
」
と

の
問
い
に
対
し
、「
小
中
学
校
32

棟
、
総
額
約
32
億
円
の
耐
震
工
事

を
安
心
安
全
を
最
優
先
に
進
め
て

い
る
。
老
朽
化
し
子
ど
も
た
ち
の

安
心
安
全
に
影
響
が
あ
る
部
分
に

関
し
て
は
、
こ
の
工
事
に
併
せ
て

実
施
し
て
い
る
」と
の
答
弁
で
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

教育福祉委員会

耐
震
改
修
工
事
の
進
む

今
宿
小
学
校
教
室
棟

委員会レポート
　　　　　　　　　（その１）
各常任委員会における議案等の審査の状況です。

委員会レポート
　　　　　　　　　（その１）

 

用
語
の
説
明

※

緑
地
面
積
率
：
工
場
敷
地
内
の
緑
地
面
積

の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

※

環
境
施
設
面
積
率
：
緑
地
と
噴
水
等
修
景

施
設
や
運
動
場
、
教
養
文
化
施
設
な
ど
の

面
積
の
敷
地
面
積
に
対
す
る
割
合

工
事
請
負
契
約
の
一
部
を　

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

〔
今
宿
小
学
校
教
室
棟
（
№
18
）

　

屋
体
（
№
22
）・
耐
震
改
修
主

　

体
工
事
〕

環境建設委員会
※

※



第３回定例会［委員会レポート］ 周南市議会だより平成 27 年 12 月 1 日

5

財
産
の
無
償
貸
し
付
け
に
つ
い
て

（
旧
翔
北
中
学
校
）

平
成
27
年
度
周
南
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

こ
の
議
案
は
、
廃
校
と
な
っ
た

翔
北
中
学
校
を
中
山
間
地
域
の
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事

業
を
行
う
法
人
に
学
校
の
関
連
施

設
及
び
敷
地
の
無
償
貸
し
付
け
を

行
う
も
の
で
す
。

　

主
な
質
疑
と
し
て
、「
来
年
度

の
契
約
は
、
今
回
の
相
手
方
で
は

な
く
、
新
た
に
設
立
さ
れ
る
会
社

と
締
結
す
る
の
か
」
と
の
問
い
に

対
し
、「
現
在
の
会
社
は
収
益
を

目
的
と
し
た
事
業
を
行
っ
て
い
る

が
、
中
山
間
で
で
き
る
こ
と
を
周

南
市
を
発
信
地
と
し
て
新
た
に
広

げ
た
い
と
い
う
構
想
の
下
、
マ
ン

ガ
・
デ
ザ
イ
ン
村
と
い
う
新
た
な

事
業
に
取
り
組
む
新
会
社
が
設
立

さ
れ
、
そ
の
新
た
な
会
社
が
来
年

度
以
降
の
契
約
相
手
方
と
な
る
」

ま
た
、「
貸
し
付
け
の
相
手
が
途

中
で
変
わ
る
こ
と
に
な
る
が
問
題

は
な
い
の
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、

「
募
集
要
項
の
応
募
資
格
で
、
平

成
28
年
度
中
の
開
業
時
に
法
人
格

を
有
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
お

り
、
新
た
に
権
利
義
務
を
承
継
す

る
た
め
の
法
人
設
立
も
想
定
さ
れ

て
い
た
。
今
後
新
会
社
が
法
人
格

を
取
得
し
、
相
手
方
が
変
わ
る
場

合
、
改
め
て
議
案
を
提
出
し
た
い
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
地
域
に
根
差
し
た
事

業
者
と
し
て
募
集
し
た
も
の
だ
が
、

草
刈
り
や
清
掃
等
、
施
設
の
維
持

管
理
指
導
や
地
元
と
の
協
議
等
は

ど
う
行
う
の
か
」
と
の
問
い
に
対

し
、「
学
校
と
い
う
施
設
は
地
域

に
と
っ
て
非
常
に
大
事
な
施
設
で

あ
り
、
休
・
廃
校
に
な
っ
て
も
変

わ
る
も
の
で
は
な
い
。
適
切
に
維

持
管
理
す
る
こ
と
や
、
地
元
要
望

に
対
し
て
き
ち
ん
と
受
け
て
い
く

こ
と
も
踏
ま
え
て
契
約
し
た
い
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
提
案
説
明
が
不

十
分
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
今
後

行
政
と
し
て
管
理
監
督
を
十
分
に

し
、
地
域
振
興
に
大
き
く
役
立
つ

よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望

し
賛
成
す
る
」
と
の
賛
成
意
見
が

あ
り
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

旧
翔
北
中
学
校
は
中
山
間
地
域
の
振
興
を

　
　
　
　  

目
的
に
法
人
に
無
償
貸
し
付
け

今
後
利
活
用
さ
れ
る

旧
翔
北
中
学
校

　

主
な
質
疑
と
し
て
、
来
年
４
月

１
日
か
ら
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

を
所
得
制
限
を
設
け
て
小
学
校
ま

で
拡
充
し
て
実
施
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
改
修
委
託
料
（
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
事
業
費

（
婚
活
・
子
育
て
応
援
事
業
）
）

に
つ
い
て
「
子
ど
も
医
療
費
無
料

化
に
所
得
制
限
を
掛
け
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
改
修
は
、
今
や
ら
な
い

と
新
年
度
に
間
に
合
わ
な
い
の
か
」

と
の
問
い
に
対
し
、「
10
月
に
契

約
を
行
い
、
業
者
と
シ
ス
テ
ム
改

修
の
協
議
後
、
改
修
を
行
う
。
12

月
に
使
用
検
証
を
行
い
、
１
月
か

ら
デ
ー
タ
抽
出
や
申
請
書
の
印
刷

等
の
作
業
を
し
、
２
月
か
ら
申
請

の
受
け
付
け
に
入
る
の
で
、
ぎ
り

ぎ
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

ま
た
、「
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料
を
認
め
る
と
、
４
月
か
ら
の
子

ど
も
医
療
費
無
料
化
に
所
得
制
限

を
掛
け
る
こ
と
を
認
め
た
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
問
い

に
対
し
、「
本
来
の
扶
助
費
は
当

初
予
算
で
審
査
す
る
も
の
で
、
今

回
を
も
っ
て
同
意
を
得
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

討
論
で
は
、「
議
会
が
進
め
て

い
る
総
合
戦
略
と
も
関
わ
る
た
め
、

附
帯
決
議
、
要
望
決
議
を
す
る
こ

と
を
提
案
し
て
賛
成
す
る
」、「
子

育
て
日
本
一
を
目
指
す
と
い
う
事

で
賛
成
す
る
が
、
医
療
費
の
無
料

化
が
所
得
制
限
付
き
で
小
学
校
６

年
生
ま
で
と
い
う
こ
と
で
終
わ
る

事
が
な
い
よ
う
、
今
後
の
子
育
て

方
針
を
明
確
に
出
す
べ
き
で
あ
る
」

と
の
賛
成
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

採
決
後
に
、
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
に
つ
い
て
、
市
長
公
約
「
子

ど
も
医
療
費
の
助
成
の
拡
充
」
の

実
施
を
評
価
し
、
さ
ら
に
拡
充
に

向
け
た
取
り
組
み
を
強
く
要
望
す

る
付
帯
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決

し
ま
し
た
。

来
年
度
実
施
予
定
の
子
ど
も
医
療
費

  

無
料
化
に
向
け
て
シ
ス
テ
ム
を
改
修

予算決算委員会 企画総務委員会

来
年
度
小
学
校
ま
で
拡
充
予
定
の

医
療
費
無
料
化
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ＱA一 般 質 問一 般 質 問
一般質問は、議案に関係なく市政全般について、市長などの執行機関に考え方や方針を問う
ものです。ここでは、質問項目を一つに絞って掲載します。

要
旨

が
薄
い
よ
う
に
感
じ
る
。
き
め
細

か
な
施
策
を
打
ち
出
し
、
実
行
し

て
は
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

市
内
外
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
や
各
種
大
会
が
、
過
去
３
年

間
で
約
２
０
０
件
周
南
市
で
開
催

さ
れ
た
。
今
後
も
各
団
体
と
連
携

し
、
周
南
市
の
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
強
化
充
実
を
図
り
、

観
光
振
興
を
目
指
し
た
積
極
的
な

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

問　

竹
田
津
・
徳
山
の
航
路
は
か

つ
て
の
海
の
道
で
あ
り
、
大
き
く

見
れ
ば
瀬
戸
内
海
文
化
の
起
点
で

も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
幾
つ
も
の
文

化
は
伝
わ
っ
て
き
た
。
今
後
、
徳

山
ポ
ー
ト
ビ
ル
、
駅
ビ
ル
、
新
庁

舎
さ
ら
に
は
動
物
園
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
等
の
都
心
軸
が
整
備
さ
れ
る
中

に
お
い
て
、
民
間
航
路
で
は
あ
る

が
、
重
要
で
あ
り
航
路
確
保
は
不

可
欠
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答　

観
光
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
物
流
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
県
や
関
係
自

治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
て
航
路

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

我
が
市
の
今
後
さ
ら
な
る
障

害
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
市
と
で

一
堂
に
会
す
る
意
見
交
換
会
開
催

や
、
福
祉
専
門
職
員
配
置
が
必
要

な
時
期
が
来
た
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

事
業
者
か
ら
現
状
や
課
題
を
し
っ

か
り
聞
き
、
本
市
の
障
害
者
支
援

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
や
方
向
性

を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
今
年
度

中
に
、
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
専
門
知
識
を
有
し
た
職
員

の
配
置
は
、
福
祉
施
策
の
推
進
に

大
変
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
そ
の

手
法
も
含
め
検
討
し
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
で
全
国
１
位

の
平
戸
市
は
納
税
額
が
14
億
円
を

超
す
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
対

し
周
南
市
は
約
５
３
０
万
円
で
あ

り
、
返
礼
品
も
種
類
が
少
な
い
。

　

選
ぶ
の
に
楽
し
く
な
る
よ
う
返

礼
品
を
数
多
く
そ
ろ
え
、
さ
ら
に

民
間
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
を
利
用
し
て
は
ど
う

か
。
そ
う
す
れ
ば
納
税
が
多
く
な

り
、
返
礼
品
も
増
え
、
地
元
業
者

も
潤
う
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

昨
年
度
、
納
税
者
に
対
し
返

礼
品
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
件
数
で

20
倍
、
金
額
で
６
倍
に
な
っ
た
。

今
後
は
返
礼
品
の
中
身
や
種
類
を

検
討
し
増
や
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
検
討
す
る
。

問　

①
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
状
況
と
分
別
不
良
の
実
態
と
そ

の
対
策
は
。
②
ク
リ
ー
ン
リ
ー
ダ

ー
の
負
担
が
大
き
い
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

①
市
内
の
設
置
数
は
約
４
９

０
０
カ
所
で
、
お
お
む
ね
15
世
帯

に
１
カ
所
を
基
本
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
分
別
不
良
は
昨
年
度
３
７

１
８
個
で
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

対
策
と
し
て
、
新
し
い
分
別
方
法

の
冊
子
配
布
や
市
広
報
等
で
啓
発

に
努
め
て
い
る
。
②
ク
リ
ー
ン
リ

ー
ダ
ー
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
研
修
会
で
の
意
見
を
ま
と
め

て
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
、
近
々
配
布

す
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
活

動
の
一
環
と
し
て
次
世
代
を
担
う

中
学
生
の
地
域
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
促
進
と
併
せ
て
、
地
域
活

動
等
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
カ

ー
ド
を
用
意
で
き
な
い
か
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

指
定
を
契
機
に
、
地
域
活
動
に
参

加
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
お
り
、

一
層
の
充
実
に
努
め
る
。
５
校
の

中
学
校
で
独
自
の
カ
ー
ド
を
使
用

し
て
い
る
。
自
己
有
用
感
を
高
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
意

識
づ
け
や
道
徳
性
の
育
成
に
も
つ

な
が
る
。
他
校
に
つ
い
て
は
各
々

の
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
た

カ
ー
ド
と
な
る
よ
う
、
そ
の
趣
旨

や
様
式
等
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

問　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
村
」
の
よ
う
に
、
自
然
と
戦

う
苦
労
で
疲
弊
し
た
地
域
を
公
助
、

共
助
に
よ
り
助
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

答　

防
災
行
政
無
線
を
当
面
継
続

し
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
仕

組
み
は
、
公
助
と
し
て
行
政
が
し

っ
か
り
行
う
。
自
然
と
の
共
生
文

化
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

対
策
や
、
稚
魚
放
流
、
ま
た
都
市

農
村
交
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

で
引
き
続
き
支
援
す
る
。
フ
ァ
ン

タ
ジ
ア
フ
ァ
ー
ム
は
、
せ
せ
ら
ぎ
・

豊
鹿
里
パ
ー
ク
を
中
心
に
１
年
を

通
じ
た
農
業
生
産
が
で
き
る
体
制

を
整
え
た
い
。

問　

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
モ

デ
ル
地
区
２
カ
所
の
選
定
理
由
と

し
て
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

立
地
を
掲
げ
て
い
る
が
、
周
南
市

は
県
下
に
お
い
て
も
警
戒
区
域
が

多
い
。
地
域
別
計
画
の
策
定
は
、

モ
デ
ル
地
区
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に

立
地
す
る
該
当
建
物
は
53
あ
り
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
是
正
に
取
り

組
む
。
施
設
分
類
別
計
画
の
策
定

に
よ
り
優
先
的
更
新
施
設
が
決
ま

れ
ば
、
モ
デ
ル
事
業
を
待
つ
こ
と

な
く
地
域
別
計
画
策
定
に
着
手
し

て
い
く
。
こ
れ
に
対
応
で
き
る
庁

内
体
制
を
整
え
る
新
た
な
組
織
の

立
ち
上
げ
を
考
え
て
い
る
。

問　

県
下
他
市
に
お
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
と
こ
ろ
で
減
免
規
定
を

設
け
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
減
免
規
定
は
な
く
、
と
り
わ

け
小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
負

担
が
大
き
く
、
練
習
に
苦
慮
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
負
担
の

公
平
性
、
さ
ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
い
う
点
か
ら
も
使
用
料
減
免

の
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
見
直
し
を
検
討
す
る
年
度
に
な

っ
て
い
る
。
小
学
生
の
う
ち
か
ら

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

環
境
整
備
は
重
要
で
あ
る
の
で
、

そ
の
視
点
も
踏
ま
え
、
近
隣
他
市

の
状
況
を
調
査
し
、
他
施
設
と
の

整
合
性
や
負
担
の
公
平
性
が
保
た

れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問　

①
市
街
地
空
き
家
に
お
け
る

相
談
件
数
、
分
類
及
び
件
数
実
態

は
。
②
民
間
団
体
等
が
市
街
地
の

区
画
再
編
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業
や
空

き
家
や
空
き
店
舗
を
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
転
用
・
再
利
用
す

る
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
事
業
を
本
市

で
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　

①
市
街
地
空
き
家
に
関
す
る

相
談
件
数
は
61
件
。
そ
の
内
管
理

不
全
な
状
態
の
建
物
は
40
件
あ
り
、

家
屋
の
倒
壊
に
関
す
る
も
の
が
12

件
、
家
屋
の
破
損
に
関
す
る
も
の

が
28
件
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
に
解
体
な
ど
に
よ
り
自
主
的
な

解
決
に
至
っ
た
も
の
は
11
件
で
あ

る
。
②
民
間
支
援
を
含
め
先
進
地

の
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

問　

来
年
の
参
議
院
選
挙
か
ら
、

選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
が
、
低
下
傾
向
に
あ
る
投
票
率

向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
18
歳

選
挙
権
対
策
と
期
日
前
投
票
所
の

増
設
に
つ
い
て
問
う
。

答　

選
挙
に
つ
い
て
の
副
教
材
を

全
高
校
生
に
配
布
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
教
育
委
員
会
等
と
連
携

し
て
小
中
高
、
大
学
へ
の
出
前
授

業
を
行
う
な
ど
、
若
者
の
政
治
意

識
の
向
上
や
主
権
者
意
識
を
促
す

取
り
組
み
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

期
日
前
投
票
所
の
増
設
は
で
き
な

い
が
、
若
者
の
投
票
率
向
上
対
策

と
し
て
、
大
学
へ
の
期
日
前
投
票

所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
研

究
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

観
光
に
お
け
る
民
間
団
体
と

の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
が
発
足
し
、
そ
の

機
能
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

行
政
面
に
お
け
る
観
光
振
興
策
が

ば
ら
ば
ら
で
、
各
部
局
と
の
一
本

化
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
、

特
に
民
間
諸
団
体
と
の
つ
な
が
り

障
害
福
祉
の
さ
ら
な
る

充
実
に
向
け
て

ア
ク
テ
ィ
ブ 

　
岩
田
　
淳
司

ぬ
く
も
り
の
あ
る
地
域
の

自
然
と
の
共
生
を

新
誠
会 

　
坂
本
　
心
次

ふ
る
さ
と
納
税
に
力
を

入
れ
て
は
ど
う
か

参
輝
会 

　
岸
村
　
敬
士

ご
み
処
理
に
つ
い
て
、

問
題
点
と
そ
の
対
策
は

刷
新
ク
ラ
ブ 

　
田
村
　
隆
嘉

中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
促
進
し
て
は
ど
う
か

新
誠
会 

　
土
屋
　
晴
巳

 

用
語
の
説
明

※

ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村

地
域
資
源
を
活
用
し
、
限
界
集
落
を
立
て
直
す

ス
ー
パ
ー
公
務
員
を
描
い
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

※

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
対
策

国
土
保
全
、
水
源
涵
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、

景
観
の
保
全
な
ど
、
農
行
政
の
持
つ
多
面
的
機

能
の
維
持
、
発
揮
の
た
め
の
地
域
活
動
や
営
農

活
動
に
対
し
て
の
支
援

※

※

地
域
の
清
掃
活
動
に
参
加
す
る
中
学
生
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が
薄
い
よ
う
に
感
じ
る
。
き
め
細

か
な
施
策
を
打
ち
出
し
、
実
行
し

て
は
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

市
内
外
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
や
各
種
大
会
が
、
過
去
３
年

間
で
約
２
０
０
件
周
南
市
で
開
催

さ
れ
た
。
今
後
も
各
団
体
と
連
携

し
、
周
南
市
の
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
強
化
充
実
を
図
り
、

観
光
振
興
を
目
指
し
た
積
極
的
な

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

問　

竹
田
津
・
徳
山
の
航
路
は
か

つ
て
の
海
の
道
で
あ
り
、
大
き
く

見
れ
ば
瀬
戸
内
海
文
化
の
起
点
で

も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
幾
つ
も
の
文

化
は
伝
わ
っ
て
き
た
。
今
後
、
徳

山
ポ
ー
ト
ビ
ル
、
駅
ビ
ル
、
新
庁

舎
さ
ら
に
は
動
物
園
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
等
の
都
心
軸
が
整
備
さ
れ
る
中

に
お
い
て
、
民
間
航
路
で
は
あ
る

が
、
重
要
で
あ
り
航
路
確
保
は
不

可
欠
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答　

観
光
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
物
流
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
県
や
関
係
自

治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
て
航
路

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

我
が
市
の
今
後
さ
ら
な
る
障

害
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
市
と
で

一
堂
に
会
す
る
意
見
交
換
会
開
催

や
、
福
祉
専
門
職
員
配
置
が
必
要

な
時
期
が
来
た
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

事
業
者
か
ら
現
状
や
課
題
を
し
っ

か
り
聞
き
、
本
市
の
障
害
者
支
援

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
や
方
向
性

を
確
認
す
る
た
め
に
も
、
今
年
度

中
に
、
意
見
交
換
会
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
専
門
知
識
を
有
し
た
職
員

の
配
置
は
、
福
祉
施
策
の
推
進
に

大
変
重
要
で
あ
る
。
今
後
、
そ
の

手
法
も
含
め
検
討
し
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
る
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
で
全
国
１
位

の
平
戸
市
は
納
税
額
が
14
億
円
を

超
す
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
に
対

し
周
南
市
は
約
５
３
０
万
円
で
あ

り
、
返
礼
品
も
種
類
が
少
な
い
。

　

選
ぶ
の
に
楽
し
く
な
る
よ
う
返

礼
品
を
数
多
く
そ
ろ
え
、
さ
ら
に

民
間
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
」
を
利
用
し
て
は
ど
う

か
。
そ
う
す
れ
ば
納
税
が
多
く
な

り
、
返
礼
品
も
増
え
、
地
元
業
者

も
潤
う
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

昨
年
度
、
納
税
者
に
対
し
返

礼
品
を
用
意
し
た
と
こ
ろ
件
数
で

20
倍
、
金
額
で
６
倍
に
な
っ
た
。

今
後
は
返
礼
品
の
中
身
や
種
類
を

検
討
し
増
や
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
も
検
討
す
る
。

問　

①
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設

置
状
況
と
分
別
不
良
の
実
態
と
そ

の
対
策
は
。
②
ク
リ
ー
ン
リ
ー
ダ

ー
の
負
担
が
大
き
い
が
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

①
市
内
の
設
置
数
は
約
４
９

０
０
カ
所
で
、
お
お
む
ね
15
世
帯

に
１
カ
所
を
基
本
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
分
別
不
良
は
昨
年
度
３
７

１
８
個
で
、
減
少
傾
向
に
あ
る
。

対
策
と
し
て
、
新
し
い
分
別
方
法

の
冊
子
配
布
や
市
広
報
等
で
啓
発

に
努
め
て
い
る
。
②
ク
リ
ー
ン
リ

ー
ダ
ー
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
研
修
会
で
の
意
見
を
ま
と
め

て
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
、
近
々
配
布

す
る
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
活

動
の
一
環
と
し
て
次
世
代
を
担
う

中
学
生
の
地
域
活
動
へ
の
積
極
的

な
参
加
促
進
と
併
せ
て
、
地
域
活

動
等
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
カ

ー
ド
を
用
意
で
き
な
い
か
。

答　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

指
定
を
契
機
に
、
地
域
活
動
に
参

加
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
お
り
、

一
層
の
充
実
に
努
め
る
。
５
校
の

中
学
校
で
独
自
の
カ
ー
ド
を
使
用

し
て
い
る
。
自
己
有
用
感
を
高
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
意

識
づ
け
や
道
徳
性
の
育
成
に
も
つ

な
が
る
。
他
校
に
つ
い
て
は
各
々

の
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
た

カ
ー
ド
と
な
る
よ
う
、
そ
の
趣
旨

や
様
式
等
の
情
報
提
供
に
努
め
る
。

問　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
村
」
の
よ
う
に
、
自
然
と
戦

う
苦
労
で
疲
弊
し
た
地
域
を
公
助
、

共
助
に
よ
り
助
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。

答　

防
災
行
政
無
線
を
当
面
継
続

し
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
仕

組
み
は
、
公
助
と
し
て
行
政
が
し

っ
か
り
行
う
。
自
然
と
の
共
生
文

化
は
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

対
策
や
、
稚
魚
放
流
、
ま
た
都
市

農
村
交
流
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

で
引
き
続
き
支
援
す
る
。
フ
ァ
ン

タ
ジ
ア
フ
ァ
ー
ム
は
、
せ
せ
ら
ぎ
・

豊
鹿
里
パ
ー
ク
を
中
心
に
１
年
を

通
じ
た
農
業
生
産
が
で
き
る
体
制

を
整
え
た
い
。

問　

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の
モ

デ
ル
地
区
２
カ
所
の
選
定
理
由
と

し
て
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

立
地
を
掲
げ
て
い
る
が
、
周
南
市

は
県
下
に
お
い
て
も
警
戒
区
域
が

多
い
。
地
域
別
計
画
の
策
定
は
、

モ
デ
ル
地
区
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に

立
地
す
る
該
当
建
物
は
53
あ
り
、

優
先
順
位
を
つ
け
て
是
正
に
取
り

組
む
。
施
設
分
類
別
計
画
の
策
定

に
よ
り
優
先
的
更
新
施
設
が
決
ま

れ
ば
、
モ
デ
ル
事
業
を
待
つ
こ
と

な
く
地
域
別
計
画
策
定
に
着
手
し

て
い
く
。
こ
れ
に
対
応
で
き
る
庁

内
体
制
を
整
え
る
新
た
な
組
織
の

立
ち
上
げ
を
考
え
て
い
る
。

問　

県
下
他
市
に
お
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
と
こ
ろ
で
減
免
規
定
を

設
け
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て

は
、
減
免
規
定
は
な
く
、
と
り
わ

け
小
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
負

担
が
大
き
く
、
練
習
に
苦
慮
し
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
負
担
の

公
平
性
、
さ
ら
に
は
ス
ポ
ー
ツ
振

興
と
い
う
点
か
ら
も
使
用
料
減
免

の
見
直
し
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　

使
用
料
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
見
直
し
を
検
討
す
る
年
度
に
な

っ
て
い
る
。
小
学
生
の
う
ち
か
ら

運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

環
境
整
備
は
重
要
で
あ
る
の
で
、

そ
の
視
点
も
踏
ま
え
、
近
隣
他
市

の
状
況
を
調
査
し
、
他
施
設
と
の

整
合
性
や
負
担
の
公
平
性
が
保
た

れ
る
よ
う
検
討
し
た
い
。

問　

①
市
街
地
空
き
家
に
お
け
る

相
談
件
数
、
分
類
及
び
件
数
実
態

は
。
②
民
間
団
体
等
が
市
街
地
の

区
画
再
編
事
業
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
事
業
や
空

き
家
や
空
き
店
舗
を
利
用
者
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
転
用
・
再
利
用
す

る
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
事
業
を
本
市

で
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　

①
市
街
地
空
き
家
に
関
す
る

相
談
件
数
は
61
件
。
そ
の
内
管
理

不
全
な
状
態
の
建
物
は
40
件
あ
り
、

家
屋
の
倒
壊
に
関
す
る
も
の
が
12

件
、
家
屋
の
破
損
に
関
す
る
も
の

が
28
件
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
に
解
体
な
ど
に
よ
り
自
主
的
な

解
決
に
至
っ
た
も
の
は
11
件
で
あ

る
。
②
民
間
支
援
を
含
め
先
進
地

の
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

問　

来
年
の
参
議
院
選
挙
か
ら
、

選
挙
権
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

る
が
、
低
下
傾
向
に
あ
る
投
票
率

向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
18
歳

選
挙
権
対
策
と
期
日
前
投
票
所
の

増
設
に
つ
い
て
問
う
。

答　

選
挙
に
つ
い
て
の
副
教
材
を

全
高
校
生
に
配
布
し
、
選
挙
管
理

委
員
会
が
教
育
委
員
会
等
と
連
携

し
て
小
中
高
、
大
学
へ
の
出
前
授

業
を
行
う
な
ど
、
若
者
の
政
治
意

識
の
向
上
や
主
権
者
意
識
を
促
す

取
り
組
み
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

期
日
前
投
票
所
の
増
設
は
で
き
な

い
が
、
若
者
の
投
票
率
向
上
対
策

と
し
て
、
大
学
へ
の
期
日
前
投
票

所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
研

究
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

観
光
に
お
け
る
民
間
団
体
と

の
連
携
に
つ
い
て
問
う
。
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
が
発
足
し
、
そ
の

機
能
が
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

行
政
面
に
お
け
る
観
光
振
興
策
が

ば
ら
ば
ら
で
、
各
部
局
と
の
一
本

化
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
、

特
に
民
間
諸
団
体
と
の
つ
な
が
り

市
庭
球
場
使
用
料
の
減
免
を

刷
新
ク
ラ
ブ 

　
田
中
　
和
末

再
配
置
計
画
は
モ
デ
ル
事
業

に
限
ら
ず
同
時
進
行
を

刷
新
ク
ラ
ブ 

　
小
林
　
雄
二

竹
田
津
・
徳
山
フ
ェ
リ
ー

航
路
確
保
の
重
要
性

参
輝
会 

　
青
木
　
義
雄

市
街
地
空
き
家
の
対
策
を

早
急
に
実
施
す
べ
き
で
は

公
明
党 

　
相
本
　
政
利

若
者
を
は
じ
め
と
す
る

有
権
者
の
投
票
率
向
上
を

公
明
党 

　
金
子
　
優
子

周
南
市
に
お
け
る
観
光
行
政
を

積
極
的
な
活
動
に

嚆
矢
会 

　
西
田
　
宏
三

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
周
南
庭
球
場

成
人
式
で
の
模
擬
投
票
の
様
子
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答　

平
成
16
年
の
新
研
修
医
制
度

に
よ
る
大
学
（
医
局
）
の
医
師
不

足
が
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
平
成

26
年
度
は
、
市
長
と
副
市
長
が
７

月
に
、
本
年
度
は
６
月
、
７
月
、

８
月
に
副
市
長
が
医
局
を
訪
問
し
、

特
に
整
形
外
科
と
泌
尿
器
科
の
常

勤
医
師
の
派
遣
を
お
願
い
し
た
。

問　

市
が
所
有
し
て
い
る
周
辺
地

域
の
空
き
家
を
活
用
し
、
低
家
賃

で
貸
し
、
一
定
年
数
、
10
年
程
度

以
上
居
住
す
れ
ば
市
か
ら
譲
渡
を

受
け
る
制
度
を
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
創
設
し
、
定
住
促
進
と
し
て
全

国
発
信
で
き
な
い
か
。
例
え
ば
、

鹿
野
地
区
の
教
員
住
宅
や
中
須
の

医
師
住
宅
な
ど
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答　

中
山
間
地
域
で
現
在
使
用
さ

れ
て
い
な
い
教
員
住
宅
、
医
師
住

宅
は
速
や
か
に
活
用
を
考
え
た
い
。

ま
た
、
市
内
に
教
員
住
宅
が
31
棟
、

医
師
住
宅
が
４
棟
あ
り
、
行
政
目

的
と
し
て
残
す
必
要
が
な
い
も
の

は
普
通
財
産
と
し
、
新
た
に
定
住

や
移
住
な
ど
に
活
用
し
た
い
の
で
、

早
い
時
期
に
決
定
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

子
育
て
支
援
に
お
い
て
、
働

き
方
や
働
く
場
所
を
柔
軟
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
方
策
は
あ

る
か
。
ま
た
、
小
学
校
を
卒
業
す

る
ま
で
、
所
得
制
限
付
き
で
医
療

費
の
無
料
化
を
拡
充
し
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
が
、
子
育
て
に
特
化

す
る
な
ら
、
さ
ら
に
踏
み
込
む
思

い
切
り
の
良
さ
が
あ
っ
て
も
よ
か

っ
た
の
で
は
。

答　

若
い
お
母
さ
ん
方
の
就
労
、

育
休
の
件
な
ど
、
企
業
に
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
機

会
あ
る
ご
と
に
行
政
と
し
て
の
思

い
を
伝
え
て
い
く
。
ま
た
、
医
療

費
無
料
化
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

財
政
運
営
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

い
き
、
金
銭
的
な
面
だ
け
で
な
く
、

総
合
的
な
魅
力
で
市
の
良
さ
を
訴

え
て
い
く
。

問　

発
達
に
不
安
の
あ
る
子
ど
も

や
保
護
者
に
対
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
発
達
の
遅
れ
等

の
早
期
発
見
や
受
診
・
相
談
に
つ

な
げ
、
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
就
学
や
集
団
生
活
等
の
大

切
な
時
期
に
対
応
す
る
た
め
、
市

独
自
の
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
開
設
を
研
究
、
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

答　

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
総

合
的
な
支
援
を
目
指
す
が
、
市
が

直
接
支
援
の
場
を
設
置
し
て
い
る

自
治
体
等
の
先
進
事
例
を
研
究
・

検
討
し
て
、
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
。

ま
た
、
発
達
障
害
に
関
す
る
相
談

は
増
加
し
て
い
る
の
で
、
相
談
窓

口
や
関
係
機
関
の
取
り
組
み
を
周

知
し
て
い
き
た
い
。

問　

藩
政
時
代
、
長
州
藩
の
財
政

を
山
村
農
民
が
苦
し
み
な
が
ら
も

支
え
た
「
山
代
和
紙
」
は
明
治
以

降
衰
退
、
途
絶
え
て
い
た
が
、
昭

和
54
年
鹿
野
高
齢
者
生
産
活
動
セ

ン
タ
ー
で
復
活
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

和
紙
の
生
産
だ
け
で
な
く
体
験
学

習
の
場
、
交
流
の
場
と
し
て
の
役

割
も
あ
り
、
高
齢
者
の
労
力
低
減

の
た
め
に
も
和
紙
乾
燥
機
の
導
入

は
伝
統
文
化
継
承
の
た
め
に
も
大

き
な
支
援
と
な
る
が
ど
う
か
。

答　

電
気
に
よ
る
乾
燥
機
導
入
を

想
定
し
て
い
る
が
、
光
熱
費
の
試

算
な
ど
の
必
要
が
あ
る
の
で
、
次

期
指
定
管
理
に
合
わ
せ
て
支
援
の

内
容
を
同
施
設
の
ご
意
見
を
聞
き

な
が
ら
し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。

問　

①
複
数
の
団
地
で
水
源
が
枯

渇
し
、
給
水
車
が
走
り
、
あ
る
団

地
で
は
紫
色
の
水
道
水
が
出
る
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
②
家
屋

内
の
水
管
に
マ
ン
ガ
ン
が
付
着
す

る
の
も
市
に
責
任
が
あ
る
が
、
そ

の
対
応
は
。

答　

①
鶴
見
台
、
夢
ヶ
丘
団
地
で

水
不
足
が
発
生
し
、
定
光
団
地
か

ら
給
水
車
で
運
搬
し
て
い
る
。
ま

た
一
部
の
団
地
に
お
い
て
水
道
水

の
濁
り
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
が

あ
る
が
、
水
道
水
に
含
ま
れ
る
マ

ン
ガ
ン
が
管
内
に
付
着
し
、
今
回
、

剥
離
し
て
流
出
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
平
成
28
年
度
中
に
は
上
水
道

で
安
心
安
定
な
供
給
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
②
検

討
し
た
い
。

問　

①
異
物
混
入
防
止
の
た
め
の

総
合
的
学
校
給
食
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。
②
学
校

給
食
運
営
審
議
会
で
牛
乳
瓶
の
紙

パ
ッ
ク
化
が
19
名
委
員
全
員
賛
成

で
決
定
と
聞
く
。
保
護
者
の
意
見

は
。
③
給
食
費
滞
納
は
平
成
22
年

46
名
、
平
成
26
年
65
名
と
か
な
り

増
加
し
た
。
滞
納
者
に
対
す
る
市

の
対
応
は
。

答　

①
複
数
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
一

本
化
し
、
新
た
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。
②
県

か
ら
、
牛
乳
瓶
の
安
全
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
の
通
知
を
受
け
、
審

議
会
で
承
認
を
受
け
た
。
２
学
期

か
ら
全
て
牛
乳
は
紙
パ
ッ
ク
で
提

供
す
る
。
③
学
校
と
連
携
し
市
の

学
校
給
食
課
が
滞
納
者
に
督
促
す
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
基

準
の
要
件
に
、
祖
父
母
等
に
よ
る

児
童
の
監
護
が
で
き
る
場
合
は
入

会
で
き
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

同
じ
敷
地
内
で
二
世
帯
住
宅
の
住

所
が
同
じ
場
合
は
入
会
で
き
な
い

の
か
。
ま
た
、
入
会
基
準
を
緩
和

し
て
、
該
当
家
庭
の
児
童
も
入
会

で
き
る
よ
う
に
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

答　

二
世
帯
住
宅
の
場
合
、
同
じ

敷
地
内
で
あ
っ
て
も
別
世
帯
で
出

入
り
口
が
別
の
場
合
は
児
童
ク
ラ

ブ
に
入
会
で
き
る
が
、
今
の
資
料

で
は
分
か
り
に
く
い
。
新
し
く
入

会
申
し
込
み
等
の
運
用
を
記
載
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
12
月

に
支
援
員
全
員
を
集
め
、
新
年
度
入

会
に
合
わ
せ
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

国
か
ら
の
「
地
方
創
生
に
資

す
る
と
考
え
ら
れ
る
政
府
関
係
機

関
の
地
方
移
転
に
係
る
提
案
」
の

募
集
に
当
た
っ
て
、
他
市
と
比
較

し
た
上
で
の
本
市
の
強
み
は
何
で

あ
る
と
考
え
て
、
市
と
し
て
何
を

検
討
し
、
対
応
し
た
の
か
。

答　

徳
山
下
松
港
の
持
つ
港
湾
機

能
が
本
市
の
資
源
で
あ
り
、
強
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
港
湾
関
係
施

設
の
誘
致
を
検
討
し
た
が
、
誘
致

に
必
要
な
土
地
や
施
設
整
備
な
ど

諸
条
件
を
満
た
せ
ず
提
案
を
見
送

っ
た
。
今
後
、
国
や
県
と
情
報
共

有
を
図
り
、
本
市
に
と
っ
て
有
利

な
施
設
の
誘
致
の
可
能
性
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
要
望
し
た
い
。

問　

現
在
の
教
育
現
場
は
い
じ
め

や
不
登
校
、
子
供
の
貧
困
な
ど
複

雑
化
、
多
様
化
し
た
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
危
機
管
理
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
と
学
校
の
危
機

管
理
体
制
の
充
実
は
極
め
て
重
要

な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
危

機
は
ど
の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
情
報
の
一

元
化
と
共
有
、
日
常
的
な
危
機
へ

の
組
織
的
な
対
応
訓
練
、
危
機
対

応
研
修
の
３
つ
を
中
心
に
取
り
組

み
、
学
校
や
教
育
委
員
会
の
危
機

管
理
能
力
を
高
め
て
い
く
。

問　

古
川
跨
線
橋
架
け
か
え
の
た

め
の
通
行
止
め
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
渋
滞
が
予
測
さ
れ
る
。
対
策
と

し
て
、
通
学
路
や
緊
急
車
両
、
災

害
時
の
避
難
経
路
等
を
検
討
し
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
渋
滞

対
策
と
し
て
、
着
工
前
に
野
村
一

丁
目
７
号
線
を
前
倒
し
し
て
早
期

開
通
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。
ま
た
、
こ
の
際
古
川
跨
線
橋

を
片
側
２
車
線
に
拡
幅
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

ご
指
摘
の
こ
と
は
、
工
事
に

入
る
ま
で
に
検
討
し
て
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

野
村
一
丁
目
７
号
線
も
取
り
組
む

が
、
片
側
２
車
線
化
は
考
え
て
い

な
い
。

問　

異
臭
問
題
で
２
学
期
よ
り
学

校
給
食
パ
ン
の
製
造
業
者
が
変
更

と
な
る
が
、
な
ぜ
熊
毛
地
域
だ
け

な
の
か
。

答　

製
造
業
者
の
変
更
は
、
昨
年

12
月
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
の
混
入

問
題
を
受
け
て
、
事
故
発
生
の
リ

ス
ク
を
分
散
さ
せ
る
観
点
か
ら
提

起
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
た
な
製
造

業
者
に
よ
っ
て
、
製
造
、
配
達
可

能
な
地
域
は
熊
毛
地
区
だ
け
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
し
た

上
で
「
周
南
市
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
審
議
会
」
で
審
議
、
決

定
を
経
て
、
熊
毛
地
域
の
全
学
校

給
食
パ
ン
の
納
入
業
者
を
岩
国
市

内
の
業
者
と
決
定
し
た
。

問　

市
民
病
院
の
目
玉
で
あ
っ
た

整
形
外
科
は
常
勤
医
師
が
い
な
く

な
り
、
県
内
の
公
立
病
院
で
整
形

外
科
が
全
て
非
常
勤
と
い
う
病
院

は
な
い
。
市
民
病
院
が
あ
る
の
に
、

骨
折
を
し
て
も
他
の
病
院
を
紹
介

さ
れ
る
の
で
は
と
市
民
は
思
っ
て

い
る
が
、
医
師
確
保
が
で
き
な
い

理
由
と
、
市
長
自
ら
の
行
動
は
。

給
食
の
異
物
混
入
と
紙
パ
ッ
ク

牛
乳
、
給
食
費
未
納
は

政
志
会 

　
長
谷
川
和
美

「
山
代
和
紙
」
の
歴
史
・

文
化
継
承
に
強
力
支
援
を

参
輝
会 

　
長
嶺
　
敏
昭

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会

基
準
の
現
状
と
改
善
を

新
誠
会 

　
中
津
井
　
求

熊
毛
地
区
の
水
道
事
業
の

対
策
は
進
ん
で
い
る
か

政
志
会 

　
伴
　
　
凱
友

市
独
自
の
こ
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

公
明
党 

　
吉
平
　
龍
司

子
育
て
す
る
な
ら
周
南
を

具
現
化
す
る
に
は

新
誠
会 

　
福
田
　
健
吾

子
育
中
の
方
の
意
見
を
聞
く
た
め

開
催
さ
れ
た
子
育
て
応
援
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

鹿
野
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
で

生
産
さ
れ
る
山
代
和
紙
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答　

平
成
16
年
の
新
研
修
医
制
度

に
よ
る
大
学
（
医
局
）
の
医
師
不

足
が
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
平
成

26
年
度
は
、
市
長
と
副
市
長
が
７

月
に
、
本
年
度
は
６
月
、
７
月
、

８
月
に
副
市
長
が
医
局
を
訪
問
し
、

特
に
整
形
外
科
と
泌
尿
器
科
の
常

勤
医
師
の
派
遣
を
お
願
い
し
た
。

問　

市
が
所
有
し
て
い
る
周
辺
地

域
の
空
き
家
を
活
用
し
、
低
家
賃

で
貸
し
、
一
定
年
数
、
10
年
程
度

以
上
居
住
す
れ
ば
市
か
ら
譲
渡
を

受
け
る
制
度
を
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
創
設
し
、
定
住
促
進
と
し
て
全

国
発
信
で
き
な
い
か
。
例
え
ば
、

鹿
野
地
区
の
教
員
住
宅
や
中
須
の

医
師
住
宅
な
ど
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答　

中
山
間
地
域
で
現
在
使
用
さ

れ
て
い
な
い
教
員
住
宅
、
医
師
住

宅
は
速
や
か
に
活
用
を
考
え
た
い
。

ま
た
、
市
内
に
教
員
住
宅
が
31
棟
、

医
師
住
宅
が
４
棟
あ
り
、
行
政
目

的
と
し
て
残
す
必
要
が
な
い
も
の

は
普
通
財
産
と
し
、
新
た
に
定
住

や
移
住
な
ど
に
活
用
し
た
い
の
で
、

早
い
時
期
に
決
定
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

子
育
て
支
援
に
お
い
て
、
働

き
方
や
働
く
場
所
を
柔
軟
に
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
方
策
は
あ

る
か
。
ま
た
、
小
学
校
を
卒
業
す

る
ま
で
、
所
得
制
限
付
き
で
医
療

費
の
無
料
化
を
拡
充
し
た
こ
と
は

評
価
で
き
る
が
、
子
育
て
に
特
化

す
る
な
ら
、
さ
ら
に
踏
み
込
む
思

い
切
り
の
良
さ
が
あ
っ
て
も
よ
か

っ
た
の
で
は
。

答　

若
い
お
母
さ
ん
方
の
就
労
、

育
休
の
件
な
ど
、
企
業
に
理
解
と

協
力
を
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
機

会
あ
る
ご
と
に
行
政
と
し
て
の
思

い
を
伝
え
て
い
く
。
ま
た
、
医
療

費
無
料
化
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

財
政
運
営
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て

い
き
、
金
銭
的
な
面
だ
け
で
な
く
、

総
合
的
な
魅
力
で
市
の
良
さ
を
訴

え
て
い
く
。

問　

発
達
に
不
安
の
あ
る
子
ど
も

や
保
護
者
に
対
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
、
発
達
の
遅
れ
等

の
早
期
発
見
や
受
診
・
相
談
に
つ

な
げ
、
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
就
学
や
集
団
生
活
等
の
大

切
な
時
期
に
対
応
す
る
た
め
、
市

独
自
の
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
開
設
を
研
究
、
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

答　

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
総

合
的
な
支
援
を
目
指
す
が
、
市
が

直
接
支
援
の
場
を
設
置
し
て
い
る

自
治
体
等
の
先
進
事
例
を
研
究
・

検
討
し
て
、
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
。

ま
た
、
発
達
障
害
に
関
す
る
相
談

は
増
加
し
て
い
る
の
で
、
相
談
窓

口
や
関
係
機
関
の
取
り
組
み
を
周

知
し
て
い
き
た
い
。

問　

藩
政
時
代
、
長
州
藩
の
財
政

を
山
村
農
民
が
苦
し
み
な
が
ら
も

支
え
た
「
山
代
和
紙
」
は
明
治
以

降
衰
退
、
途
絶
え
て
い
た
が
、
昭

和
54
年
鹿
野
高
齢
者
生
産
活
動
セ

ン
タ
ー
で
復
活
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

和
紙
の
生
産
だ
け
で
な
く
体
験
学

習
の
場
、
交
流
の
場
と
し
て
の
役

割
も
あ
り
、
高
齢
者
の
労
力
低
減

の
た
め
に
も
和
紙
乾
燥
機
の
導
入

は
伝
統
文
化
継
承
の
た
め
に
も
大

き
な
支
援
と
な
る
が
ど
う
か
。

答　

電
気
に
よ
る
乾
燥
機
導
入
を

想
定
し
て
い
る
が
、
光
熱
費
の
試

算
な
ど
の
必
要
が
あ
る
の
で
、
次

期
指
定
管
理
に
合
わ
せ
て
支
援
の

内
容
を
同
施
設
の
ご
意
見
を
聞
き

な
が
ら
し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。

問　

①
複
数
の
団
地
で
水
源
が
枯

渇
し
、
給
水
車
が
走
り
、
あ
る
団

地
で
は
紫
色
の
水
道
水
が
出
る
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
②
家
屋

内
の
水
管
に
マ
ン
ガ
ン
が
付
着
す

る
の
も
市
に
責
任
が
あ
る
が
、
そ

の
対
応
は
。

答　

①
鶴
見
台
、
夢
ヶ
丘
団
地
で

水
不
足
が
発
生
し
、
定
光
団
地
か

ら
給
水
車
で
運
搬
し
て
い
る
。
ま

た
一
部
の
団
地
に
お
い
て
水
道
水

の
濁
り
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
が

あ
る
が
、
水
道
水
に
含
ま
れ
る
マ

ン
ガ
ン
が
管
内
に
付
着
し
、
今
回
、

剥
離
し
て
流
出
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
平
成
28
年
度
中
に
は
上
水
道

で
安
心
安
定
な
供
給
が
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
②
検

討
し
た
い
。

問　

①
異
物
混
入
防
止
の
た
め
の

総
合
的
学
校
給
食
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
必
要
で
は
な
い
か
。
②
学
校

給
食
運
営
審
議
会
で
牛
乳
瓶
の
紙

パ
ッ
ク
化
が
19
名
委
員
全
員
賛
成

で
決
定
と
聞
く
。
保
護
者
の
意
見

は
。
③
給
食
費
滞
納
は
平
成
22
年

46
名
、
平
成
26
年
65
名
と
か
な
り

増
加
し
た
。
滞
納
者
に
対
す
る
市

の
対
応
は
。

答　

①
複
数
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
一

本
化
し
、
新
た
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。
②
県

か
ら
、
牛
乳
瓶
の
安
全
な
取
り
扱

い
に
つ
い
て
の
通
知
を
受
け
、
審

議
会
で
承
認
を
受
け
た
。
２
学
期

か
ら
全
て
牛
乳
は
紙
パ
ッ
ク
で
提

供
す
る
。
③
学
校
と
連
携
し
市
の

学
校
給
食
課
が
滞
納
者
に
督
促
す
る
。

問　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
基

準
の
要
件
に
、
祖
父
母
等
に
よ
る

児
童
の
監
護
が
で
き
る
場
合
は
入

会
で
き
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

同
じ
敷
地
内
で
二
世
帯
住
宅
の
住

所
が
同
じ
場
合
は
入
会
で
き
な
い

の
か
。
ま
た
、
入
会
基
準
を
緩
和

し
て
、
該
当
家
庭
の
児
童
も
入
会

で
き
る
よ
う
に
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

答　

二
世
帯
住
宅
の
場
合
、
同
じ

敷
地
内
で
あ
っ
て
も
別
世
帯
で
出

入
り
口
が
別
の
場
合
は
児
童
ク
ラ

ブ
に
入
会
で
き
る
が
、
今
の
資
料

で
は
分
か
り
に
く
い
。
新
し
く
入

会
申
し
込
み
等
の
運
用
を
記
載
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
12
月

に
支
援
員
全
員
を
集
め
、
新
年
度
入

会
に
合
わ
せ
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

国
か
ら
の
「
地
方
創
生
に
資

す
る
と
考
え
ら
れ
る
政
府
関
係
機

関
の
地
方
移
転
に
係
る
提
案
」
の

募
集
に
当
た
っ
て
、
他
市
と
比
較

し
た
上
で
の
本
市
の
強
み
は
何
で

あ
る
と
考
え
て
、
市
と
し
て
何
を

検
討
し
、
対
応
し
た
の
か
。

答　

徳
山
下
松
港
の
持
つ
港
湾
機

能
が
本
市
の
資
源
で
あ
り
、
強
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
港
湾
関
係
施

設
の
誘
致
を
検
討
し
た
が
、
誘
致

に
必
要
な
土
地
や
施
設
整
備
な
ど

諸
条
件
を
満
た
せ
ず
提
案
を
見
送

っ
た
。
今
後
、
国
や
県
と
情
報
共

有
を
図
り
、
本
市
に
と
っ
て
有
利

な
施
設
の
誘
致
の
可
能
性
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
要
望
し
た
い
。

問　

現
在
の
教
育
現
場
は
い
じ
め

や
不
登
校
、
子
供
の
貧
困
な
ど
複

雑
化
、
多
様
化
し
た
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
お
り
、
危
機
管
理
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
く
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
と
学
校
の
危
機

管
理
体
制
の
充
実
は
極
め
て
重
要

な
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
危

機
は
ど
の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
情
報
の
一

元
化
と
共
有
、
日
常
的
な
危
機
へ

の
組
織
的
な
対
応
訓
練
、
危
機
対

応
研
修
の
３
つ
を
中
心
に
取
り
組

み
、
学
校
や
教
育
委
員
会
の
危
機

管
理
能
力
を
高
め
て
い
く
。

問　

古
川
跨
線
橋
架
け
か
え
の
た

め
の
通
行
止
め
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
渋
滞
が
予
測
さ
れ
る
。
対
策
と

し
て
、
通
学
路
や
緊
急
車
両
、
災

害
時
の
避
難
経
路
等
を
検
討
し
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
渋
滞

対
策
と
し
て
、
着
工
前
に
野
村
一

丁
目
７
号
線
を
前
倒
し
し
て
早
期

開
通
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。
ま
た
、
こ
の
際
古
川
跨
線
橋

を
片
側
２
車
線
に
拡
幅
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

ご
指
摘
の
こ
と
は
、
工
事
に

入
る
ま
で
に
検
討
し
て
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

野
村
一
丁
目
７
号
線
も
取
り
組
む

が
、
片
側
２
車
線
化
は
考
え
て
い

な
い
。

問　

異
臭
問
題
で
２
学
期
よ
り
学

校
給
食
パ
ン
の
製
造
業
者
が
変
更

と
な
る
が
、
な
ぜ
熊
毛
地
域
だ
け

な
の
か
。

答　

製
造
業
者
の
変
更
は
、
昨
年

12
月
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
の
混
入

問
題
を
受
け
て
、
事
故
発
生
の
リ

ス
ク
を
分
散
さ
せ
る
観
点
か
ら
提

起
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
た
な
製
造

業
者
に
よ
っ
て
、
製
造
、
配
達
可

能
な
地
域
は
熊
毛
地
区
だ
け
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
慮
し
た

上
で
「
周
南
市
立
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
審
議
会
」
で
審
議
、
決

定
を
経
て
、
熊
毛
地
域
の
全
学
校

給
食
パ
ン
の
納
入
業
者
を
岩
国
市

内
の
業
者
と
決
定
し
た
。

問　

市
民
病
院
の
目
玉
で
あ
っ
た

整
形
外
科
は
常
勤
医
師
が
い
な
く

な
り
、
県
内
の
公
立
病
院
で
整
形

外
科
が
全
て
非
常
勤
と
い
う
病
院

は
な
い
。
市
民
病
院
が
あ
る
の
に
、

骨
折
を
し
て
も
他
の
病
院
を
紹
介

さ
れ
る
の
で
は
と
市
民
は
思
っ
て

い
る
が
、
医
師
確
保
が
で
き
な
い

理
由
と
、
市
長
自
ら
の
行
動
は
。

地
域
医
療
を
守
る
た
め
医
師

確
保
は
急
務
で
は
な
い
か

中
村
富
美
子

教
育
行
政
に
お
け
る

危
機
管
理
体
制
の
強
化
を

ア
ク
テ
ィ
ブ 

　
井
本
　
義
朗

政
府
機
関
の
地
方
移
転
に

対
す
る
市
の
検
討
状
況
は

新
誠
会 

　
福
田
吏
江
子

市
所
有
の
空
き
家
を

定
住
促
進
に
活
用
を

嚆
矢
会 

　
古
谷
　
幸
男

古
川
跨
線
橋
架
け
か
え
に

伴
う
渋
滞
緩
和
策

嚆
矢
会 

　
友
田
　
秀
明

学
校
給
食
パ
ン
の
業
者

変
更
は
熊
毛
地
域
だ
け
か

嚆
矢
会 

　
尾
﨑
　
隆
則

今
後
架
け
か
え
予
定
の
古
川
跨
線
橋

新
南
陽
市
民
病
院
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～中間報告～

《
執
行
部
の
説
明
（
要
旨
）
》

　

学
校
給
食
用
の
パ
ン
の
製
造
配

送
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人

山
口
県
学
校
給
食
会
に
委
託
し
て

お
り
、
本
市
で
は
、
第
一
条
件
で

あ
る
当
日
焼
き
の
パ
ン
を
提
供
で

き
る
業
者
が
一
社
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
一
社
で
市
内
全
体
の
製
造
と

配
送
を
行
っ
て
い
た
。
リ
ス
ク
分

散
と
業
者
の
負
担
軽
減
の
観
点
か

ら
、
複
数
業
者
に
よ
る
パ
ン
製

造
・
配
送
体
制
の
構
築
を
学
校
給

食
会
へ
要
望
し
、
２
学
期
か
ら
熊

毛
地
域
の
み
他
の
業
者
で
当
日
焼

き
の
パ
ン
の
受
け
入
れ
が
可
能
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
７
月
15
日
の

学
校
給
食
パ
ン
に
お
い
て
、
検
食

の
際
に
普
段
と
異
な
る
に
お
い
と

苦
み
に
気
づ
き
、
喫
食
を
中
止
す

る
事
案
が
発
生
し
た
。
原
因
が
特

定
で
き
な
い
た
め
、
熊
毛
地
域
以

外
に
つ
い
て
は
、
９
月
、
10
月
の

間
は
、
前
日
焼
き
で
袋
に
入
っ
た

パ
ン
で
の
対
応
と
な
っ
た
。
今

後
、
原
因
や
再
発
防
止
対
策
に
つ

い
て
の
結
果
及
び
11
月
以
降
の
パ

ン
の
提
供
体
制
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
を
は
じ
め
関
係
者
に
適
切
な

時
期
に
説
明
し
て
い
く
。

《
主
な
質
疑
・
答
弁
》

問　

パ
ン
と
米
飯
に
つ
い
て
は
、

山
口
県
学
校
給
食
会
が
業
者
と
契

約
を
し
て
い
る
が
、
市
が
直
接
契

約
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

周
南
市
に
お
い
て
、
１
万
２

０
０
０
食
と
い
う
給
食
を
提
供
し

て
い
く
た
め
に
、
給
食
材
料
の
安

定
的
な
確
保
、
安
心
安
全
な
材
料

を
使
用
し
て
い
く
こ
と
、
価
格
的

な
面
に
つ
い
て
も
公
益
性
の
認
定

を
受
け
、
大
き
な
責
任
を
持
っ
て

い
る
団
体
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
は
市
に
と
っ
て
も
メ
リ

ッ
ト
が
あ
る
。

問　

パ
ン
の
製
造
業
者
は
、
９
月
、

10
月
と
２
カ
月
間
の
出
荷
停
止
だ

が
、
そ
の
根
拠
は
。

答　

安
心
安
全
な
給
食
を
児
童
生

徒
に
提
供
す
る
こ
と
が
一
番
で
あ

る
。
現
在
、
原
因
の
特
定
や
今
後

の
改
善
策
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
の
で
、
安

心
安
全
が
確
認
で
き
な
い
限
り
、

再
開
は
難
し
い
。

◇
公
共
施
設
再
配
置
に
向
け
た

　
今
後
の
取
り
組
み

《
執
行
部
の
説
明
（
要
旨
）
》

　

公
共
施
設
再
配
置
計
画
を
策
定

し
、
今
後
５
年
間
で
、
モ
デ
ル
事

業
の
実
施
、
施
設
分
類
別
計
画
の

策
定
、
イ
ン
フ
ラ
を
含
め
た
公
共

施
設
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
取
り

組
み
の
実
施
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
確
立
な
ど
に
取
り
組
む
。

《
主
な
質
疑
・
答
弁
》

問　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
に

あ
る
施
設
は
、
改
修
で
は
な
く
別

の
場
所
に
新
築
と
な
る
の
か
。

答　

多
く
が
避
難
施
設
に
な
っ
て

お
り
、
別
の
場
所
を
探
す
こ
と
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

地
元
と
の
信
頼
関
係
が
一
番

大
事
で
あ
る
。

答　

地
元
に
出
向
い
て
、
一
緒
に

同
じ
目
線
で
取
り
組
む
。
議
論
を

点
の
内
容
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
１
点
目
は
、
周
南
市
総

合
戦
略
の
執
行
部
提
案
を
受
け
、

要
望
決
議
を
行
う
こ
と
。
２
点
目

は
、
議
会
と
し
て
能
動
的
に
関
わ

っ
て
い
く
た
め
に
、
議
会
独
自
で

提
案
施
策
・
事
業
を
構
築
し
、
要

望
決
議
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
議
会
が
独
自
に
施
策
・

事
業
を
構
築
す
る
た
め
に
、
委
員

会
の
下
調
査
機
関
と
し
て
、
小
委

員
会
を
設
置
し
、
委
員
会
で
決
定

し
た
施
策
・
事
業
の
総
合
戦
略
上

の
位
置
づ
け
の
整
理
や
、
根
拠
づ

け
、
ま
た
施
策
・
事
業
の
肉
づ
け

な
ど
、
情
報
収
集
や
調
査
等
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

重
ね
る
中
で
、
信
頼
関
係
を
つ
く

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

◇
仮
庁
舎
の
運
営

《
執
行
部
の
説
明
（
要
旨
）
》

　

旧
近
鉄
松
下
百
貨
店
仮
庁
舎
の

駐
車
場
対
応
は
、
徳
山
商
店
連
合

協
同
組
合
と
契
約
す
る
有
料
駐
車

場
を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
原
則
１

時
間
分
の
共
通
サ
ー
ビ
ス
券
を
お

渡
し
す
る
。
ま
た
、
仮
庁
舎
の
身

体
障
害
者
等
専
用
駐
車
場
な
ど
の

確
保
の
た
め
、
旧
近
鉄
松
下
百
貨

店
南
館
を
借
り
上
げ
る
。

《
主
な
質
疑
・
答
弁
》

問　

身
体
障
害
者
等
の
専
用
駐
車

場
の
借
り
上
げ
は
、
２
区
画
で
十

分
か
。

答　

現
在
の
利
用
状
況
等
か
ら
２

台
分
を
確
保
す
る
。
不
足
す
る
場

合
は
、
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
有

料
駐
車
場
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

よ
う
考
え
て
い
る
。

問　

原
則
１
時
間
に
つ
い
て
、
原

則
以
外
の
想
定
は
あ
る
の
か
。

答　

相
談
が
長
引
い
た
場
合
等
に

つ
い
て
、
実
態
に
応
じ
た
柔
軟
な

対
応
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◇
要
望
決
議
策
定
（
議
会
独
自
の

提
案
施
策
・
事
業
と
執
行
部
提

案
）
の
進
め
方

　

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
、
２

教
育
福
祉
委
員
会

委員会レポート
　　　　　　　　　（その２）
委員会レポート
　　　　　　　　　（その２）

～ 中間報告 ～

公
共
施
設
再
配
置
計
画

及
び
新
庁
舎
建
設
に

関
す
る
特
別
委
員
会

学
校
給
食
に
関
す
る
調
査

周
南
市
総
合
戦
略
等
策
定

に
関
す
る
特
別
委
員
会

 

用
語
の
説
明

※

小
委
員
会

委
員
会
条
例
第
29
条
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ

る
下
調
査
機
関
で
あ
り
、
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
事
件
を
専
門
的
に
調
査
す
る
も
の ※

小
委
員
会
で
の
議
論
の
様
子
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◆ 古川跨線橋整備方針について ◆
《執行部の説明（要旨）》
　昭和39年に建設された古川跨線橋は、コンクリートの劣化、損傷が進んでおり、コンクリート片やその他
の部材の落下を防止するため、補修工事を進めてきた。また、長寿命化を見据え、平成24年度から耐震調査
を実施し、耐震基準を満たしていない事が判明したが、耐震補強工事を行う場合、橋梁の下部に配置された
線路16本中、11本へ影響が生じ、これだけ多くの線路を切り替えることは不可能であることから、耐震補強
工事は実施できないことが明確となった。
　そのため、耐震性を確保し、安心安全を守るため、橋梁を架けかえる結論に至った。
　工事中は、全面通行止めとなることから、市民生活や地域産業への影響が極めて大きい事業だが、地域住
民、学校、企業などの関係機関との協議調整を行い、対策を講じながら、早急に取り組んでいきたい。

全
員
協
議
会
の
概
要

　
　
　
　
　

（
８
月
17
日
）

議案等の議決結果
市長提出議案：平成27年度補正予算 議決結果

市長提出議案：条例改正など 議決結果

市長提出議案：平成26年度決算 議決結果

議決結果委員会提出議案

可決（賛成多数）附帯決議あり

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

同意（賛成多数）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

可決（賛成多数）

可決（賛成多数）

可決（賛成多数）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

認定及び可決（賛成多数）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定及び可決（全会一致）

可決（全会一致）

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

一般会計補正予算（第３号）⇒1７億４,０１４万２千円の増額補正

国民健康保険特別会計補正予算（第１号）⇒４億６,５８５万１千円の増額補正

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）⇒５,３３２万７千円の増額補正

介護保険特別会計補正予算（第１号）⇒１億４,８４７万４千円の増額補正

簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）⇒２,４５３万１千円の増額補正

駐車場事業特別会計補正予算（第１号）⇒６７５万６千円の増額補正

政治倫理審査会委員の選任⇒石橋孝明氏、小田正幸氏

政治倫理審査会委員の選任⇒佐野直子氏、杉村妙子氏、髙村潤氏、中村友次郎氏

人権擁護委員候補者の推薦⇒大木洋子氏、山村律子氏、佐野勇氏

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例制定⇒行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律の施行に伴い、市の実施機関の特定個人情報の利用等について定めるもの

手数料条例の一部を改正する条例制定⇒行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施

行に伴い、通知カード及び個人番号カードの再交付手数料を定める所要の改正

工場立地法地域準則条例の制定⇒工場立地法の改正に伴い、緑地及び環境施設のそれぞれの面積の敷地面積に対する割

合に関する事項について、国が定めた準則に代えて適用すべき準則を定めるもの

市営住宅条例の一部を改正する条例制定⇒今宿地区の住居表示実施に伴う市営住宅の位置の変更及び用途廃止となった

市営住宅について削除する所要の改正

児童遊園条例の一部を改正する条例制定⇒今宿地区の住居表示実施に伴い、児童遊園の位置を変更する所要の改正

教育集会所条例の一部を改正する条例制定⇒今宿地区の住居表示実施に伴い、教育集会所の位置を変更する所要の改正

水道事業等及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定⇒今宿地区の住居表示実施に伴い、水道事

業の給水区域に新しい町名を追加する所要の改正

農業委員会の選挙による委員の定数及び選挙区設定に関する条例の一部を改正する条例制定⇒今宿地区の住居表示実

施に伴い、第一選挙区の選挙区域に新しい町名を追加する所要の改正

動産の買い入れ（５件）⇒消防ポンプ自動車、小型動力ポンプ付積載車、高規格救急車、デジタル携帯無線機、園芸作物栽

培用ハウス

工事請負契約の締結（２件）⇒福川漁港温田地区海岸保全施設整備工事、菊川中学校管理教室棟（NO.19－1、19－2）

耐震改修工事

工事請負契約の一部を変更すること（２件）⇒今宿小学校教室棟（NO.18）・屋体（NO.22）、遠石小学校教室棟

（NO.2）耐震改修主体工事

財産の無償貸し付け⇒旧翔北中学校

水道事業会計決算の認定・剰余金の処分

病院事業会計決算の認定

介護老人保健施設事業会計決算の認定

徳山モーターボート競走事業会計決算の認定・剰余金の処分

子育て支援施策に対する要望決議

書類提出：平成26事業年度の決算（ふるさと振興財団、文化振興財団、かの高
原開発、医療公社、地域地場産業振興センター、徳山青果精算株式
会社、徳山地区漁業振興基金、新南陽地区漁業振興基金）

議会報告：例月出納検査の結果（２件）

報　　告：損害賠償の額を定めることに関する専決処分について（２
件）、平成26年度一般会計継続費精算報告書、平成26年度
決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率について

行政報告：健全財政推進計画の取り組みと成果について
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  第４回臨時会［概  要］

認定及び可決（全会一致）
認定（賛成多数）附帯決議あり

可決（全会一致）
可決（全会一致）

◆

◆

◆

◆

平成26年度下水道事業会計決算の認定・剰余金の処分
平成26年度一般会計特別会計歳入歳出決算の認定
議会が実施した行政評価に関する決議
総合戦略に関する決議

議案の
審議結果

第４回  臨時会の概要

臨時会の主な日程

中 間 報 告

　11月４日に臨時会を開催し、平成26年度の決算議案を審議したほか、委員会提出議案として議会
が実施した行政評価に関する決議（14、15ページ）及び総合戦略に関する決議（13ページ）を行いま
した。審議結果は次のとおりです。

11月４日/本会議
中間報告（教育福祉委員会、周南市総合戦略等に関する特別委員会）
市長提出議案　　　　　　　　　　　　　
　○委員長報告・質疑　　○討論　　○表決
委員会提出議案
　○提案説明・質疑　　○討論　　○表決

【執行部の説明（要旨）】
◆ ９月28日　パン異臭事案について
　７月15日に発生したパン異臭事案について、パン製造業者及び専門業者の調査結果では、発酵に関する特異な成分が認
められ、異臭の原因はそこからと考えられるが、検査を総合的に分析した結果、異臭の原因物質、要因を特定することはで
きなかった。
　今後の改善と対策については、温度の実測及び記録、毎回の検食、組織図作成による担当者・責任者の明確化　など５
項目の改善点を実施していくとのことであった。
◆ ９月28日　米飯への害虫混入事案について
　学校給食会とともに、９月16日、17日に業者へ立ち入り、作業環境や工程を監査した。また、24日に改善事項が行われて
いるか、確認を行い、できることから改善が行われており、米飯については次回からも継続すると判断した。
◆ 10月21日　11月以降の学校給食（パン・米飯）について
　学校給食会より11月以降のパン・米飯の取り扱いについて提案書が提出された。
　パンについては、熊毛、高尾、住吉、栗屋、鹿野の５センター及び大津島小学校の約7800食は、岩国の業者が当日焼きパ
ンを製造、配送し、徳山西、新南陽の２センター約4300食は、宇部市の業者が前日パンを製造、配送する。
　米飯については、徳山西、新南陽センター管内については、12月までは現行業者により米飯を製造、配送となるが、１月
以降は市内の新規業者が米飯を製造、配送することになる。
◆ 10月28日　徳山西、新南陽学校給食センター管内の米飯業者に係る11月からの変更について
　徳山西、新南陽学校給食センター管内の約4400食の米飯の提供について、従来の業者から11月からの米飯の炊飯、配
送業務の取りやめについて、山口県パン工業協同組合へ申し出があり、１月からの予定を前倒し、11月４日から新規業者に
よる炊飯、配送を始めることとした。

教育福祉委員会：学校給食に関する調査

　総合戦略については、議会として能動的にかかわるために、独自施策・事業を一から構築する必要があることから、各会
派から提出された実施すべき事業について確認した。しかし、類似する事業や、関連する事業があるので、小委員会で事業
の整理と再構築を行い、特別委員会において中間報告を受けた。
　さらに、小委員会としては、事業を詳細に詰めるため、執行部と意見交換を行い、特別委員会に提案する提言素案を策
定した。
　その後、提言素案をもとにした委員長案を示し、各会派から提出された意見をもとに、１事業ごとに協議を重ね、提言案
を策定した。
　また、特別委員会としての意思を執行部に示すため、委員会決議について全会一致で決定した。
　この決議を議会の機関意思とするため、全会一致で、委員会提出議案として議長に提出した。  （決議は13ページに掲載）

周南市総合戦略等策定に関する特別委員会
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総合戦略に関する決議
　第４回臨時会において、周南市総合戦略等に関する特別委員会から提出された委員
会提出議案「周南市総合戦略に関する決議」が全会一致で可決されました。

※市が策定している総合戦略に議会として能動的に関わるために議会として、実施すべき事業を構築
し、下記のとおり提言しました。

（前文）
　現在、本市は今後５カ年の総合戦略の策定作業を行っており、平成28年当初に
は、公表する予定となっている。
　本市においては、他の地方都市と同様に、人口減少、少子高齢化の進展をはじめ
とした諸課題に直面しているところであるが、この人口減少と経済縮小による負の
スパイラルを断ち切り、将来に向けて夢や希望に満ちた地域を創生するためには、
多様な人材が活躍できる社会、魅力ある地域社会の構築が必要不可欠である。

　そのため、議会としても、総合戦略を策定する過程において、本市の強みを活かし、山積する諸課題に
能動的に取り組むべきと考え、本年６月には周南市総合戦略等策定に関する特別委員会を設置した。
　さらに、周南市総合戦略等策定に関する特別委員会提言素案策定に関する小委員会を設置し、各会
派から提出された意見を精査、検討する中で、事業の構築を図ってきたところである。  （以下、提言案）

総合戦
略

に関す
る

決議

高等教育機関を活用した
まちづくり

★
★
★
★

中心市街地サテライト講義事業
地元企業との連携・産業創出事業
徳山大学の公立化による連携強化事業
市内企業へのインターンシップ事業

地域資源を活用したまちづくり
★
★
★
★
★

スポーツツーリズム事業
アートによるまちづくり事業
周南発見ツーリズム事業
外国人観光客受け入れ環境整備事業
移住・定住促進事業

子育て日本一を目指した
まちづくり
★
★

三世代同居・近居推進事業
子育て支援拡充事業

充実した医療・福祉体制を目指した
まちづくり

★
★

医療特化事業
医療・福祉ＩＣＴ推進事業

徳山駅南エリア・徳山港・中心市街
地の再編成によるまちづくり
★
★
★

商業施設等誘致事業
フェリー航路再編事業
まちなかＩＣＴ整備事業

総合戦略とは？

　国全体の急速な少子高齢化の進展に
的確に対応し、人口減少に歯どめをかけるととも
に、将来にわたり、活力のある日本社会を維持して
いくための、まち・ひと・しごと創生法が施行されまし
た。その中で、地方公共団体は、国との適切な役割分
担のもと、地方の実情に応じた自主的な施策を策定
し、実施をすることとされています。周南市において
も45年先の2060年までの人口ビジョンと、それを
見据えた平成27年度、今年度からの今後５年
間の総合戦略を策定しています。

※総合戦略に関する決議の一部を抜粋して掲載
しています。詳細については、市議会のＨＰを
ご覧ください。　周南市議会　で　検索　を



周南市議会だより 平成 27 年 12 月 1 日

14

  第４回臨時会［議会が行う行政評価］

議会が行う行政評価ＵＪＩターン促進事業費

コミュニティ推進事業費

鹿野総合支所整備検討事業費

議会が行う行政評価議会が行う行政評価
（予算決算委員会）

　決算審査で議会として行政評価を
実施しました。
　閉会中に平成26年度一般会計及び特別会計
の決算審査を行いました。また、決算審査とあ
わせて、11事業について議会が行政評価を行い
ました。委員会でまとめた意見は、次年度の予
算編成に反映させるため、全会一致で委員会提
出議案として議長に提出しました。
　※評価　　１：拡充する　　  ２：現状維持
　　　　　　３：縮小する　　  ４：廃止する

放課後子供教室推進事業費

新南陽総合支所整備検討事業費

移住・定住促進フェアの様子

　取り組みの実績が見
えない。我が市の魅力
を訴え、全国的に特化
した施策に再構築して
いく必要がある。その
ためには、成功してい

る先進地の手法を研究するとともに、移住者のニー
ズをしっかり把握していかなければならない。
　また、移住のためには生活できるだけの就労の場
の確保が必要であり、「まち・ひと・しごと創生
法」の目的と合致することが求められる。

評価１：拡充する

新南陽総合支所

　周南市全体のまちづ

くりにおける位置づけ

については、場所も含

め、十分な検討が必要

である。さらに現在の

敷地の有効活用について、また消防との一体的な整

備の方針について、行政として職員がもっと積極的

に取り組み、住民の合意と理解を得ながら進めてい

くべきである。

評価２：現状維持

須金なしぶどう祭り

鹿野総合支所

　コミュニティ推進事

業費補助金について

は、各地区均一に

205,000円を交付して

いるが、補助金の拡充

を含めて、各地区の規模や活動状況に応じた対応を

検討すべきである。また、その使途についても、イ

ベント補助のみになっていないかなど、適正に執行

されているか、検証をすべきである。

評価１：拡充する

久米放課後子供教室の様子

　家庭・地域・学校が
連携し、子供たちを見
守り、育てる有意義な
取り組みであり、児童
クラブとの連携も重要
である。多くの地域ボ

ランティアに支えられた事業であるが、地域によっ
て取り組む体制に格差があり、また事故等が発生し
た場合の組織体制などの課題もある。
　資金面の確保を含めて、全市的な充実を進めてい
く必要がある。

評価１：拡充する

　現在、元役場とコア
プラザかのの２カ所に
分かれており、経費が
膨らんでいる。地域住
民への行政サービス、
利便性、ランニングコ

スト等を総合的に考え、早い時期に進めるべきであ
る。
　候補地選定など住民の理解と合意を得ながら、ま
た、金融機関の関係についても行政が積極的に取り
組み、事業を進められたい。

評価２：現状維持
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資源物団体回収推進事業費

消費生活事業費 雨水対策事業費

学校給食材料費

老人福祉センター管理運営事業費 嶽山荘管理運営事業費

嶽 山 荘

　高齢者のひとり暮ら
しの方の居場所づくり
としても大きく貢献し
ている。年間利用者数
も4万人を超えてお
り、老朽化した施設の

改善方針を早急に示すとともに、老人休養ホーム機
能の拡充に向けた管理運営方法についても検討すべ
きである。
　送迎バスについては市西部や北部を含めたルート
を検討するべきである。

評価１：拡充する

八代地区の資源物団体回収の様子

　登録団体は子供会、

自治会、ＰＴＡがほと

んどで、さらに地域に

よって取り組みに差が

あり、もっと積極的な

周知活動が必要である。ごみの減量化・再資源化の

意識向上の方策とあわせ、現在１キログラム当たり

４円の報奨金額についての検討も必要である。

評価１：拡充する

学校給食材料費

　地産地消を推進しな

がらも、安心・安全を

最優先に、食材の調達

方法・チェック体制を

検討していく必要があ

る。食材を安定した価格で安定して確保できるよ

う、先進事例を参考にし、また複数のルートを持つ

など、研究をしていく必要がある。

評価１：拡充する

消費生活セミナー

　消費者問題は複雑
化・巧妙化している。
相談・助言は、市民生
活の安心安全からも不
可欠な事業である。研
修によって専門相談員

の資質向上を図り、また国・県とも連携して可能な
限り相談に対応できるようにするなど、被害軽減に
向けた取り組みを進められたい。
　また時代にあった情報の発信が重要であり、しゅ
うなんメールを活用するなど、より多くの方への啓
発活動を進めることが必要である。

評価１：拡充する

徳山駅北口広場付近浸水対策事業

　安心安全の根幹とな

る事業であり、計画的

かつ迅速に進めなけれ

ばならない。少しでも

早く進められるよう予

算の拡充に努められたい。また、優先順位をつけ計

画を策定するに当たっては、しっかりした調査の裏

付けを持って進められたい。

評価１：拡充する

老人福祉センター

　利用者も多く、可能

な限り維持していかな

ければならない施設で

あるが、耐震性がない

こと、またバリアフリ

ー対応の必要があること等から、施設改善の方針を

示す必要がある。

評価１：拡充する
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介しながら解説して頂きました。
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12月
定例会の予定

12月1日（火）
12月3日（木）～12月8日（火）
12月9日（水）

12月10日（木）・11日（金）
12月18日（金）

本会議
本会議（一般質問）
常任委員会

予算決算委員会
本会議

市議会からのお知らせ

議員研修会を開催

■ 議会を傍聴しませんか

■ インターネット議会中継

■ ケーブルテレビ議会中継

先
進
地
か
ら
学
ぶ

委 員 会行政視察

議会運営委員会 平成27年10月6日～8日

調査内容と視察先
議会だより編集委員会 平成27年10月15日

●議会だよりについて（広島県廿日市市）
調査内容と視察先

徳山駅周辺整備対策特別委員会
平成27年10月26日～10月27日

●駅周辺整備事業について
（岐阜県大垣市、奈良県天理市）

調査内容と視察先

公共施設再配置計画及び
新庁舎建設に関する特別委員会

平成27年10月29日～10月30日

●公共施設再配置計画について
（愛知県豊川市、静岡県焼津市）

調査内容と視察先

 可児市ではＩＰＥ（多
職種間連携教育）を活
用した意見交換による
取り組みについて、そ
の実施方法などについ
て学びました。また、そ
の他亀山市の各常任
員会の所管事務調査

における政策提言、栗東市の議会災害対応指針及び大規
模災害時の議員行動マニュアルについて学びました。

　天理駅の整備は、ま
ちのにぎわいを創出し
活用したいという発想
から計画を進めてお
り、駅でにぎわいを創
出し商店街及び市全体
の活性化につなげる考
えは徳山駅周辺整備

の目的と一致しており、参考になるものでした。

　昨年議会だよりのリ
ニューアルを行った廿
日市市を視察し、レイ
アウトの工夫や余白の
効果的な活用による見
やすい紙面づくりにつ
いて学びました。特集
として、地域の話題を

掲載するなど、市民の手に取ってもらう工夫がされている
点、重点内容を的確に掲載している点、また色弱者に対し
ての色の配慮など参考になるものでした。

 豊川市、焼津市とも、
公共施設再配置計画
策定後の取り組みにつ
いて学びました。市民
の意見をどう生かすか、
そのための内部体制は
どうあるべきかなど、
参考となる内容でした。

●議会改革・活性化への取り組みについて
（岐阜県可児市、三重県亀山市、滋賀県栗東市）

か に




